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行橋市交通交流拠点（ 今川ＰＡ） 整備事業（ 仮称）

事業概要

平成２９年１１月

株式会社日本総合研究所

※本事業概要（ 案） は行橋市からの委託業務により株式会社日本総合研究所が検討して

いる過程の資料であり、行橋市の見解を示すものでないことをご留意下さい。

取扱注意
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１．事業名称

行橋市交通交流拠点（ 今川ＰＡ） 整備事業（ 仮称）

２．事業に供される公共施設等の種類（ 予定）

道の駅、都市公園、公園施設 等

３．事業対象地（ 予定）

対象エリアは今川ＰＡに隣接する土地の一部を予定している。事業用地の範囲は検討中

である。

４．事業の背景・ 目的

平成28年に東九州自動車道が全線開通したことに伴い、東九州エリアの交通ネットワー

クが飛躍的に改善した。行橋市では、これを好機ととらえ、今川ＰＡのスマート Ｉ Ｃ化に

よる双方向のアクセスの可能性を活かして、地域活性化・ 地域防災力向上・ 新たな交流に

よる産業創出等の起爆剤となる多様な機能を有する交流拠点を整備することで、通過都市

化を防ぐだけでなく 、市が抱える若年人口の流出への懸念や少子高齢化といった課題を解

決するとともに、京築地域の中心として地域資源等の魅力をＰＲすることにより、京築ひ

いては九州北部全体の求心力を向上することを目指している。

本事業の実現にあたり、重要な要素である地域の新たな魅力づく り等については、事業

構想をつく りあげる段階から民間と連携し、そのノウハウや創意工夫を積極的に活用した

官民連携手法を導入し、事業内容や事業範囲等の検討を進めることとする。

今川パーキングエリア

スマートインターチェンジ
出入口（上り）

東九州自動車道
（至 大分）

東九州自動車道
（至 北九州）

スマートインターチェンジ
出入口（下り）
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５．周辺の状況

（ １） 周辺の道路網及び交通状況

対象地に隣接する東九州自動車道の全線開通によ

り、福岡から別府・ 湯布院等の観光地に直接行く こと

が可能となった（ Ｂルート ）。なお、現在福岡から別

府・湯布院に向かう観光客がよく利用するルートは大

分道経由となっている（ Ａルート）。

Bルートの交通量は、行橋IC～みやこ豊津IC間で

１日あたり、 11,000台～12,000台で推移している。

この交通量は、すでに4車線化している大分道と同等

程度と推定される。

（ ２） 今川ＰＡの現状

今川ＰＡは、東九州自動車道に設けられたパーキングエリアで、行橋市内に位置してい

る。敷地内には、駐車場・ トイレの他、コンビニエンスストア、ガソリンスタンドが設置

されている。上下線とも、スマートインターチェンジが（ フル） 設置されておりウェルカ

ムゲートもあることから、歩行者を含む高速道路利用者以外もパーキングエリア内の施設

を利用することができる。

今川ＰＡの施設内容現況

（ 上り） （ 下り）

① 入込台数の状況

今川ＰＡの昼間の入込台数（ ７時～19時）は、上り下りの合計で1, 500台（ １日あたり）

であり、ピーク時間帯は平日・ 休日ともに、上り（ 福岡・ 北九州方面） は16時、下り（ 大

分方面） は８時となっている。
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② 今川ＰＡ利用者の基本属性

平日はビジネス客の 1 人での利用、休日は観光でのファミリー層での利用が過半数を占

めており、その利用目的は「 トイレ」 という結果が出ている。観光の目的地は、主に大分

方面（ 別府・ 湯布院など） となっている。

③ 今川ＰＡのポテンシャル

今川ＰＡは、福岡方面から大分方面区間の中間に位置しており、多くの利用客で賑わう

古賀ＳＡと、別府湾ＳＡとの中間地点である。（ 今川ＰＡから古賀ＳＡまで約 57 ㎞、別府

湾ＳＡまで約69㎞） すなわち、福岡～大分間を通行する場合、今川ＰＡを通過すれば、ト

イレ休憩以外の休息がとれないことから、立地的なポテンシャルを秘めていると考えられ

る。

また、今川PAは、他のPAと比較して将来の４車線化を見据えてSA級の広さがある。

６．導入を検討している機能及びサービス（ 案）

（ １） 本事業への導入が期待される機能、施設及びサービス

現在、市として導入を検討している機能、施設内容及びサービスは以下のとおりである。

なお、下記は検討中の案であり、本ヒアリング及び別途実施する市民ワークショップの結

果を踏まえて決定する。

機能 施設 提供するサービス

MICE機能 ミニコンベン
ションホール

・ 北九州市の大型コンベンションホールに対して、小回
りの効く規模でのニーズ対応
 （ 例）商談会・展示会・ セミナー・研修会・ 総会・
入社式など

・ 多角的なニーズへの対応
 （ 例） パーティー・ 芝生公園とホールを利用した
結婚式・ 顔合わせなど

貸会議室 ・ ミニコンベンションホールと連携した利用
・ 市民活動に活用することでコミュニティの形成を支援

インキュベ
ーション機
能

スーパーチャ
レンジショ ッ
プ（ SCS）

・ 調理師専門学校と連携した実践の場として、ダイニン
グを設置

・ 京築の素材を活かした地産地消メニューの導入と流通
促進

・ 行橋市による就職支援（ 証明書の発行等）
・ 他施設との連携による特産品の開発
・ 昼間と夜間でのイメージチェンジ営業

インキュベー
ション施設

・ 起業支援用の貸オフィスを設置
・ ミニコンベンションホール、会議室等とも連携してビ
ジネス機会を提供

飲食・ 物販
機能

カフェ（ テナ
ント）

・ 若年層に人気のブランド化された企業の誘致
・ ドッグランとの相乗的な利用を検討

物販店舗（ 土 ・ 京築の特産品を揃えた土産コーナーの整備
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産コーナー、
特産品等販売
所、免税店等）

・ 周辺自治体との共同経営
・ ＳＣＳとの連携による特産品の開発
・ 既存の協会や物販関係企業の集約
・ インバウンドに対応した免税店等の店舗

レクリエー
ション機能

交流公園（ イ
ベント広場）

・ 芝生広場の整備
・ 旅行中の家族のリフレッシュ空間、周辺地域の交流空
間となるオープンスペースとして開放

・ 週末に行う様々 なイベントによる集客
 （ 例） 食文化を中心としたグランプリ、フェステ
ィバル

・ 季節ごとに行う様々 なイベントによる集客（ 昼間・ 夜
間でイメージチェンジ）
 （ 例） 大人のバーベキュー・ ビアガーデン・ 花見
プラン・ 臨時的な水遊び

・ ミニコンベンションホールと一体化した利用も可能と
し、屋外展示会等にも対応

ドッグラン ・ ペットとの旅行者をターゲットとした開放空間
・ カフェのテラス等を利用した相乗効果を検討
・ ペットの飼い主同士の交流空間を演出

温浴施設 ・ 市民及び拠点の利用者がリラックスできる場を提供
・ 物流事業者等の休憩場所としての利用も想定
・ 災害時にはお湯を提供

道の駅施設 情報コーナー ・ 市内外の観光地やイベント、特産品の紹介など、交流
拠点からの波及効果を創出

・ 渋滞情報など、道路利用者向けの情報を提供（ 道の駅
としての機能）

トイレ ・ 道の駅として、24時間365日使用できるトイレを提供
駐車場 ・ 道の駅として、24時間365日使用できる駐車場を提供

・ イベントの開催やキッチンカーの展開等、柔軟な利用
ができるスペースの提供

防災機能 防災倉庫 ・ 施設利用者が災害時に必要となる物資を貯蓄

避難所・ 物資
集積場所

・ ミニコンベンションホールや芝生広場など、災害時に
避難所・ 物資集積場所として使用することを想定した
施設の導入

その他防災設
備

 自立電源やマンホールトイレ、井戸など、防災拠点と
して必要な設備の導入を検討
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（ ２） 想定される機能配置イメージ

（ ３） 今川ＰＡとの連携の可能性

前述５（ ２） ③「 今川ＰＡのポテンシャル」 を踏まえて、東九州自動車道から今川ＰＡ

を経由して本事業により整備される予定の施設に道路利用者を誘導する仕組みや両敷地の

効果的な活用により、両施設による相乗的な効果を生み出す拠点となることが期待される。

なお、駐車場・ トイレの数や運用の方法、店舗の内容等については両者が競合しないた

めの配慮等が必要である

ﾚｸﾘｴ ｼーｮﾝ機能

コンベンション・
インキュベー
ション機能

休憩機能
（駐車場・ト
イレ等）

飲食・物販
機能

温浴・宿泊
機能

施設のイメージ

● 温泉施設で高速利用者のリフレッシュ、市
民の交流の場を実現

● 簡易宿泊施設でトラック運転手などがのん
びり休憩

施設のイメージ

● 芝生広場で市民や高速利用者がリフレッシュで
きる空間を演出

● コンベンション機能と連携し、多彩なイベントを
開催（バーベキューやビアガーデン、フェスティ
バルなど）

施設のイメージ

● 小回りが効く規模のホールや会議室で商談会
や展示会、セミナー、研修会等のニーズに対応。
地域産業の振興につなげる

● チャレンジショップで特産品の開発やそれを
使った飲食物を販売

● インキュベーション（起業支援）施設で新産業、
人材育成

施設のイメージ

● 物販店、農畜産物直売所、レストラン、
フードコートなどで市の特産品などをPR

● 芝生公園等を活かしたオープンカフェで市
民、高速利用者、一緒に来たペットものん
びり
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７．想定される事業スキーム

事業の対象となる導入機能ごとに適切な官民連携方式の導入を検討している。各機能の

それに対応する事業手法については、以下の方向性で検討している。

※Ｐ－ＰＦ Ｉ の「 特定公園施設」「 公募対象公園施設」 については、次頁を参照。

【 機能ごとに想定される事業手法】

位 置

付け

機能 事業手法の検討方向性

公 共

施設

①道の駅機能

（ トイレ・ 情報コーナー）

ＰＦ Ｉ （ サービス購入型・ ＢＴＯ） 又はＰ－ＰＦ Ｉ の特定

公園施設として整備・ 維持管理（ 指定管理）

②駐車場 ＰＦ Ｉ （ サービス購入型・ ＢＴＯ） 又はＰ－ＰＦ Ｉ の特定

公園施設として整備・ 維持管理（ 指定管理）

③交流公園 Ｐ－ＰＦ Ｉ の特定公園施設として整備・ 維持管理（ 維持管

理は指定管理）

④ＭＩ ＣＥ機能

（ ミニコンベンションホー

ル・ 貸会議室）

公設＋コンセッション（ 混合型） 又はＰＦ Ｉ （ 混合型・ Ｂ

ＴＯ） として整備・ 運営

⑤防災機能 ＭＩ ＣＥや交流公園等、他の機能の一部又は補完機能とし

て整備・ 維持管理

民 間

施設

⑥飲食施設 Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公園施設として整備・ 運営

⑦インキュベーション機能 Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公園施設として整備・ 運営

⑧物販機能（ 直売所・ その

他土産物・ 免税品等）

Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公園施設又はＰＦ Ｉ の付帯事業とし

て整備・ 運営

⑨温浴施設 Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公園施設、ＰＦ Ｉ の付帯事業又は周

辺地で民間事業として整備・ 運営

⑩その他の民間提案施設 Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公園施設、ＰＦ Ｉ の付帯事業又は周

辺地で民間事業として整備・ 運営
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【 参考】 公募設置管理制度（ Ｐａ ｒ ｋ －ＰＦ Ｉ ） について

公募設置管理制度（ Ｐａ ｒ ｋ －ＰＦ Ｉ 、以下「 Ｐ－ＰＦ Ｉ 」） は、飲食店、売店等の公園

利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生ずる収益を活用

してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・ 改修

等を一体的に行う者を、公募により選定する制度であり、都市公園に民間の優良な投資を

誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の向上、公園利用者の利便の

向上を図る新たな整備・ 管理手法である。

Ｐ-ＰＦ Ｉ のイメージ

出典： 国交省作成資料

従前

新制度 公的資金

広場、園路等の公共部分
（特定公園施設）

民間資金

民間資金

公的資金

収益を充当

カフェ等の収益施設
（公募対象公園施設）

民間が収益施設と公共部分を一体的に整備

都市公園

収益を活用
して整備
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８．事業者公募の方法について

想定される公募方法としては、敷地範囲、施設内容及び民間の事業範囲等の事業条件を

確定させたうえ公募を行うか、民間から一度自由な提案を受けた上で条件を確定させ公募

するかのいずれかを想定している。

公募方法 概要

①一段階公募 本市場調査の結果及び今後必要に応じて実施する追加ヒアリ

ング調査の結果等を踏まえて、敷地範囲、施設配置の考え方

及び民間の事業範囲等の事業条件を確定させ、事業者を公募

する。

②民間アイデア募集＋条

件確定型一段階公募

公募前に、民間からの事業アイデアを広く募集してヒアリン

グを行い、提案内容を踏まえて敷地範囲、事業条件を確定さ

せた上で、改めて正式な事業者公募を実施する。

③二段階公募 第一段階の公募では事業条件を確定せずに民間提案を求め、

提案内容を踏まえて事業条件を確定させ、第二段階の公募を

実施する。

※②との違い： 第一段階の募集を通過した者だけが第二段階

公募に参加可能となる点。

以上
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行橋市交通交流拠点（ 今川PA関連） 検討事業サウンディング型市場調査

質問事項

※１，４については、基本的にご回答をお願いいたします。２，３については、

貴社のお立場から、回答が可能な範囲で、２，３のいずれかについて、ご回

答お願いいたします（ 両方ご回答いただいても、構いません）。

１ 事業概要（ 案） についてのご意見

（ １） 本事業の概要について

 事業概要（ 案） に示す事業の目的・ 背景、事業の対象地についてご意見をお

聞かせください。

 本事業を地域経済の活性化に資する事業とするために、どのような要素を考

慮する必要があると思いますか。

（ ２） 導入を検討している機能及びサービスについて

 事業概要（ 案） に示す導入機能及びサービスについて、ご意見をお聞かせく

ださい。

 事業概要（ 案） に示す導入機能及びサービスのうち、貴社が積極的に実施し

たい事業や利用したいと考える施設はありますか。

 想定される機能及び施設が整備された場合、予測される利用者層及び需要の

見込みについて、お考えをお聞かせください。

２．事業の実施方法について（ 事業を実施する立場の目線から）

（ １） 事業スキームについて

 現在、各機能について、事業概要（ 案）に示す事業手法を想定していますが、

各施設・ 機能の事業手法について、ご意見、実現に向けた課題、改善案等が

ございましたら、お聞かせください。

 コンベンション機能について、公共による施設整備後、コンセッション方式

によって独立採算で運営することは可能性ですか。

 公園内の飲食・ 物販施設について、民間による独立採算事業として整備・ 運

営することは可能ですか。公園及び公園内の飲食・ 物販施設について、都市

公園法に基づく 新たな官民連携手法であるＰ―ＰＦ Ｉ によって整備する可
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能性についても検討しています。この場合、公園と飲食・ 物販施設を一体的

に整備することで、整備工程の効率化や整備費の圧縮がどの程度可能になる

か、ご意見をお聞かせください。

 温浴施設やその他の民間提案機能について、周辺地の用地を民間が自ら確保

して事業を実施する可能性はありますか。または、Ｐ－ＰＦ Ｉ の公募対象公

園施設やＰＦ Ｉ の付帯事業として実施することで、民間による独立採算事業

として整備・ 運営することは可能ですか。

（ ２） 事業者公募の方法について

 事業者の公募方法について、事業概要(案)に列挙した公募方法に関して、ど

の方法が民間事業者にとって望ましいか、ご意見を負お聞かせください。

 また、それぞれの公募方法について、民間事業者が参画するにあたっての課

題及び改善方法等がございましたら、お聞かせください。

３ 利用ニーズについて（ 施設利用者・ テナント・ ツアー催行者等の目線から）

 事業概要（ 案） に示す施設が整備された場合、施設利用者・ 入居テナント ・

ツアー催行者等のお立場から、本施設を使ってみたい、入居したい又はツア

ーに盛り込みたいというニーズはございますか。また、施設を利用する場合、

利用目的、頻度、利用人数はどのようなものが考えられますか。

 本施設が整備された場合、東九州自動車道の利用頻度は、どのように変化す

ると思いますか。

 本施設の利用者を増加させるためのアイデアがあれば、ご教示ください。

４ 事業への参画・ 利用に対するご関心について

 本事業への貴社としての興味、参画意向について、お聞かせください。

 貴社が事業に参画するための条件等がございましたら、お聞かせく ださい。

 貴社が本事業に参画する場合、どのような立場（ 出資の有無・ 実施業務・ 利

用者等） で参加又は利用することが考えられますか。

５ その他

 その他、本事業の実施に関して、ご意見、ご提案等ございましたら、自由に

お聞かせください。

 本サウンディングの実施をどのようにお知りになったか、お聞かせください。

以上
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